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　稲川和男先生の計報に接して，明治大学商学部にとって，かえすがえすも掛
け替えのない優秀な研究者を失ってしまったという思いで一杯である。研究な
かぽにして逝去された稲川先生はもとより，奥さんや息子さんのことを思うと，
その心中まことに察するに余りあるものがある。
　先生からの最後の手紙をいただいたのは，先生のお亡くなりになる前年の11
月初旬であった。先生のイエール大学での研究生活のご様子を伺い知ることが
できると思い，その全文を掲載することにした。
　前　略
　11月に入り，日本も秋の終りに近づいている頃と思われますが，先生に
は，ますますお元気にお過ごしのことと存じます。
　大変　ご無沙汰致しておりますが，小生の方は，3月26日に到着後，早
くも7カ月以上経過した所です。
　到着後から5月上旬までは，1984年度の春学期の後半（約2／5）に出席し，
5月中旬から7月末までは，ウィリアムソン教授とセン教授に定期的に会
　　ディスカッションを行うことに過ごしました（そのために彼らのペーパ
ーを読むことに時間を使いました）。
　8月の休みは，明大商学論叢への原稿を書くことに使ってしまい，旅行
はニュ．一一ヨークへ日帰り旅行を2回しただけでした。
　9月に入ってからは，85年度の秋学期の科目を結局　5科目（法学部，
契約法；経済学部，情報の経済理論Ph．　D；社会学部，組織論Ph．　D；ビジネスス
クール，製品計画論および組織システム管理論）を取ることになり，大変な忙
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　しさとなって，あっという間に，9月，10月の2カ月が過ぎました。
　　以上が7カ月間の経過報告です。
　　出発する前の人事課に提出した予定では，今年の12月か，遅くとも来年
　の1月20日までに帰国する予定でしたが，あと2ヵ月強では仕事をし残し
　ておりますし，来年1～5月の85年度春学期には，興味ある講座がいくつか
　ありますので，過日，明年1月21日から3月31日までの70弓分の延期願い
　を提出さぜていただきました。
　　入試の数学の採点が出来ないことが気がかりですが，昨年度の入試の場
　合のように，銀林　浩先生に応授をお願いすれば，何とかなるのではない
　かと，自分勝手ながら考えているしだいです。
　　体の方は，あちこちがたが来ている所もありますが，あと5ヵ月弱です
　ので，何とかなるのではないかと思っております。
　　これまでは（日本にいるときは），サイモンからウィリアムソソへと島か
　ら島への部分的研究（局所的研究）をしてきたのですが，こちらへ来て，た
　とえぽ，組織論の講座（社会学部Ph．　Dコースのそれ）に出てみて，島を含
　む，より広範囲な海図的認識が得られつつあるように思います。
　　また，ウィリアムソンとは，彼の講座に連続して出席（先学期，今学期，
　来学期）できること，多数回のディスカッショソができたこと，彼の主催
　（関連）する学会に2種類参加できたこと，など多くの収穫を得つつあるよ
　うに思っております。
　　マーケティングのセソ教授にも，大変親切にしていただいており，先学
　期に続いて今学期も彼の授業に出ております。ただし，Yaleには，新任
　のMoorthy教授（来学期はムーティ教授の価格論を取る予定です）を含めて，
　3人のマーケティング・スタッフしかおりませんので，マーケティングの
　面では，大きな収穫があったわけではありません。Sen教授は，あまりに
　数量的モデル志向的であるように思われます。
　　私の研究室は，9月までは，ウィリアムソンのそれとは別のビル内にあ
　って不便でしたが，10月からは，同じビル内に引越しができ便利になりま
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した。
　自動車は結局，免許も取らずに終ってしまいましたが，7月初めに自転
車を手に入れてからは，少なくともキャンパス内の移動が便利になりまし
た。郊外のスーパーへの買い物は，車を持っている知り合いに，週1度の
ペースで連れていってもらっております。
　宿舎は，到着以来，International　Centerという各国からの留学生（米
国人を含め，カナダ人，オーストラリア人，イギリス人など）のアパートに住み
ついており，おたがい大分仲良く暮しています。昨夜は，ハP一ウィンで
あったため，各人でパンプキンの人形彫りを楽しみました。
　以上　こちらのことばかり書くことになりましたが，近況の報告をさせ
ていただきました。
　沢内先生には，ゼミ入室試験のことでお世話になるなど，諸先生に色々
とご迷惑をおかけ致しておりますが，どうかよろしくお願い致します。
　末筆ながら，先生ならびにご家族の皆様のますますのご健康を祈ります。
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　稲川和男先生と私の最初の出会いは，彼が三共株式会社に入社して間もない
頃であった。故清水晶先生のお供をして三共の社内研究会へ参加した時，それ
は確か，“地域別マーケティングとディーラー・ヘルプスについての三共の対
応策”であったと記憶している。その研究会で，多くの部長，課長が席を連ね
ているなかで，いつも卒先して発言していた新入社員の稲川君のことが思い出
される。その後，1年間のミシガン大学大学院の社内派遣留学を終えて帰国し
た彼と数人の仲間と月例研究会をもった。それは30年代後半から40年代の初め
まで続いた。研究内容は主として「意思決定とベイジァン・セオリー」であり，
夜遅くまで議論した。
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　稲川君は，この頃から急速に学問研究に興味を覚え，彼に研究者の道を歩み
たいと打ち明けられ，稲川君の研究者としての素質と才能にほれ込んでいた私
は，彼の希望がかなえられるよう，まず研究者としての条件がととのうよう助
力した。
　そこで，当時，誠文堂新光社の雑誌，“近代営業”の編集長であった三宅氏
にお願いして，稲川君の処女論文「判別関数分析とマーケティング分析」を三
回に分けて掲載させていただくことにした。続いて，私と一緒にMarshall　C
HowardのLeagal　AsPects　of　Marketingの翻訳にとりかかり，昭和43年5
月に同文舘よりr企業競争と法律規制』として出版した。丁度，その頃，商学
部の「製品計画論」の非常勤講師をしていた森永製菓常務取締役の五老信吉氏
が多忙であることから後任を探すこととなり，故清水晶先生と相談して，稲川
君を「製品計画論」担当の非常勤講師に推薦することにした。
　そうこうするうちに，現在，専修大学経営学部長の出牛正芳教授から，稲川
君を専修大学経営学部助教授として迎えたいという相談があり，私も，出牛教
授に，そのうち稲川君は明大商学部に迎えるよ，といって，送り出すこととし
た。それもこれも稲川君の教歴をつけるためであった。
　昭和49年8月30日，故清水晶先生が突然，逝去された。当時，新カリキュラ
ムの下で「情報管理論」と「広告論」を担当していた私は，故田中豊喜学部長
に相談し，一方，稲川先生を当学部の「情報管理論」と「広告論」担当の助教
授として紹聰したい旨，本人の諒解をとるとともに，出牛正芳教授に懇請した
次第である。折角，専修大学経営学部のホープとして稲川助教授を育てたいと
思っておられた出牛正芳教授には，今でも悪いことをしたと思っている。それ
もこれも，研究者として希れにみる稲川君の素質と才能に，私はほれ込んでい
たからである。
　その後は堰を切ったように，次から次へ論文を発表され，わが国におけるハ
ーバート・A．サイモンの組織論に関する研究の第一人者として日本商業学会，
日本経営学会，組織学会で名声を博した。先生は組織論とマーケティング論の
融合を求め，H．A．サイモンからウィリアムソンの産業組織論への島へたどり
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着き，そこに，それらを含めたより広範囲な海図を見い出したようであるが，
その雄大な論理枠組みをそなえた組織論とマーケティング論に対するニュー・
パラダイムも未完のままに終ってしまった。どんなにか無念であっただろう。
衷心よりご冥福を祈りたいと思う。
